青風荘　　フェイスシート

　　　21年1月19日　担当：小坂　和子　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　　袴田　淑子　　　様　　　男・女　　　　昭和　13年　1月17日生（62歳）

	
	〒　　　　　住　所八戸市北白山台4丁目10-14　　　　電話　0178-72-7206

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　緑内障

	
	発症時期
	　S40年7月頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約　42年

	
	入院回数
	　　　　　11回　　
	延べ入院年数
	　約　　12年　　1ヶ月

	医療機関
	　病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	水曜日（　週　1　回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別　精神

	
	
	
	
	有・無
	　円
	　　（　1　級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（月額8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	H19年6月20日
	身長
	151cm
	体重
	47.4kg

	最終学歴
	盛岡生活学園大学　中退
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　　名　　青木　弘子　様　　　　　　　続柄　　姉　　　　　（同居・否）

	利用目的

基本的な生活習慣を身につけて楽しく生活する。

	入院・治療歴　　初診日（

　期間　　　　　　　　　　　　　　　入院・外来　　　　　　医療機関名

昭和40年7月　～　昭和41年1月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　岩手医科大病院

昭和46年　　～　昭和49年　　　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　弘前愛生会病院

昭和51年　　～　昭和55年　　　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　十和田済誠会病院

平成7年5月　～　平成7年7月　　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　十和田市民病院

平成9年9月　～　平成12年4月　　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　〃

平成13年2月　～　平成14年10月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　湊病院

平成14年10月　～平成15年6月　　　　　　　　　　　　外来　　　　　　　　　青南病院

平成15年6月　～　平成15年7月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　青南病院

平成15年8月　～　平成15年10月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　〃

平成15年11月　～　平成15年12月　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　〃

平成16年3月　～　平成16年3月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　〃

平成16年5月　～　平成16年5月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　〃

平成16年5月　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　外来　　　　　　　　　　〃



	生活歴　

七戸町にて出生。父親の仕事（警察官）の関係で県内を転々とする。三本木高校卒業後、盛岡市内の短大に進学するが、１年時（7月）不登校となり、幻覚妄想状態呈し、S40.7岩手医科大病院精神科へ入院となる。退院後は両親と生活し、その後も弘前愛生会病院・十和田済誠会病院・十和田市民病院へ入院。H8年父親が死去し、母親に痴呆症状（失見当識・徘徊）が出現。高齢者施設へ入所となり、本人の単身生活には不安があることから、H12年より姉夫婦と生活している。その後、幻覚妄想を背景に不穏状態となり湊病院へ入院。入院時に「家族の面会にも何も話さない。」「表情の変化が見られない」事を理由に家族が環境を変えての治療を希望。H14年10月より姉宅で外来通院加療・デイケア通所開始となる。自宅では自室に篭る事が多く、日常生活においては声がけを要していた。保護者の入院や長期不在・体調不良を理由にH15年～H16年5月まで計5回青南病院にて入院加療となっている。H16年5月、姉との同居生活を見据え、青山荘入所。姉は、母の介護等で本人の世話をする事が難しく、青山荘退所後、H19年6月青風荘入所となっている。



	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

保護者である姉は協力的。各種制度や本人の眼科受診等については姉が行っている。週末は隔週で姉宅へ外泊している。


平成　21年1月19日　（月）

	氏　名
	　袴田　淑子　様
	男・女
	生年月日
	　　　S22年　1月　17日　（　62歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 青風荘での生活リズムに慣れ、身の回りの事を自主的に行えるよう促す。

· 服薬を確実に行い、体調の維持を図る。

· 健康プログラムなどを通して、体脂肪率の低下を図る。


　　　　　　

	これまでの経過（前回　H20年7月28日）

	・以前は少しの時間しかホ－ルで過す事が出来なかったが、最近はホ－ルで過ごす時間が長くなってきており、寝転んだり、テレビを観たり時々、漢字の書き取りやトランプを行なったりしています。ホ－ルで過す時間が長くなったことから、他者と交流を持つこともあり、笑顔が見られるようになってきました。青風荘レクのボ－リング大会では笑顔で参加され、最高点を取り優勝されています。興味・関心のある事には活気が見られる様子の為、今後も本人に提供できるようにしたいと思います。

毎回のように声かけを要していた朝のミ－ティングにも、定時に来参加出来るようになってきています。

・9月よりＡＴＭ機の支援を行なっていますが「今度はいつ行くの？ちゃんと覚えたいから」と操作手順を確認に来られたりして意欲的な発言が聞かれています。ＡＴＭ機の前では他者の手順を見ていて「そこじゃないよ」と教える事もあります。

・おやつに関しては、帰荘後すぐに食べていたり、夜間トイレに起きた際食べている事がありますが、体重の増加はなく、体脂肪率は36.1％（7/28時点42.9％）と減少しています。

・服薬に関してはホ－ルで過ごすことが多くなっている為、声かけは以前より少なくなってきています。

・定期外来受診は毎水曜日に単独で行なっています。11/5便秘が続いていた為、センナリド1錠追加処方となっており、現在は便秘の訴えは聞かれていません。

12/1、八戸市民病院産婦人科受診（子宮筋腫）は特に変わりはないとの事で１年後の受診予定となっています。12/1、松橋眼科受診（白内障）は半年後の受診予定となっています。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 余暇は無為に過ごすことが多い

　（周りに対して無関心である）
	· すぐ、部屋で寝る為、就床する時間以外はなるべく部屋に居ないよう声かけする。

· 服薬を済ませるまではホ－ルで過す事を習慣化させ、長くホ－ルで過ごせるようその都度声かけする。

· 皆と交わって過す事で自分の知らない情報を得たり、また自分自身をも知ってもらい、他者と繋がりを持てるよう介入する。

· 日課チェックリスト表で、本人にチェックして頂き振り返りを行ない、自発的に出来るように支援する。
・　時間まで過せている時は評価して自信に繋げていく。
	　5 ヶ月

	2 余暇の活用

　（趣味・関心の拡大）
	・　本人の趣味である書き取りや仲間とトランプゲ－ムができるよう介入する。

· 保護者である姉に依存的となっている為、スタッフとの外出の機会を設けて楽しみの幅を広げる

· 本人の内面を理解できるよう定期的な面談を設ける。


	5ヶ月
　　


プラン計画者　氏名：　小坂　和子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

保護者





弟（五所川原在住）





義兄





　Ｈ19.12.6死亡








